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研究成果の概要： 
 
口腔疾患による異常な構音の動態を MRI ムービーを用いて 3 次元的な動画像を構築した後、
共同研究によってシミュレーションモデルの作成を行った。その結果、舌切除症例からの動態

解析結果とＪＡＩＳＴで遂行した舌筋モデルは関連し、これらの結果を臨床の治療に生かすこ

とによって口腔疾患の治療のＱＯＬの向上に貢献できることが示唆され、本法は構音障害・嚥

下障害の診断に役立てることが可能であると考えられた。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,700,000 円 810,000 円 3,510,000 円 

２００８年度 900,000 円 270,000 円 1,170,000 円 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 円 1,080,000 円 4,680,000 円 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・外科系歯学 
キーワード：口腔外科学一般 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）異常音あるいは歪み音の音響の評価は
現況では担当者の主観にたよらざるを得ず，
客観的判定が行われているとは言えない．そ
こで，われわれはこれまでに異常音の産生の
メカニズムを解明するために，一連の研究を
すすめて来ている。 
 
（２）今回は口腔疾患による異常構音の異常

な舌運動を MRI ムービーを用いて 3次元的な
動画像を構築した後、共同研究によってシミ
ュレーションモデルの作成を行った。さらに
嚥下障害についても解析した。 
 
 
２．研究の目的 
構音障害および嚥下障害の診断・治療に寄与
することを目的とする。 
 



３．研究の方法 
 
（１）ムービーＭＲＩシステムの開発 
ＪＡＩＳＴにて健常人に関するシステムを
開発したのもを臨床の症例に応用する。 
 
（２）健常者と障害者のデーター収集と分析 
口腔疾患に対する応用に先立ち健常者と障
害者として舌切除症例および脳血管障害に
よる舌麻痺症例についてのデーターを採集
した。 
 
（３）構音・嚥下運動シミュレーターの開発 
 
 
４．研究成果 
 
成果の概要としては、（１）（２）（３）の方
法にもとづいて各種口腔疾患患者について
応用を試みた。舌部分切除患者のシミュレー
ターを開発した。さらに機能性構音障害のう
ち側音化構音の動態についてＭＲＩ解析を
開始した。分析結果についてはすでに第  
回音声言語医学会において発表し（学会発
表 ）、さらに投稿準備中である。さらにし
た切除症例についての結果は主として Oral 
science に報告した（文献 ）。 
結果の概要は論文１．２．３および。４．５．
６に記述した。さらに発展的な結果について
は学会発表１～６の結果と考察として発表
した。 
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